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日
台
友
好
親
善
交
流
團
・
吟
剣
詩
舞
道
大
会 

華
や
か
に
開
会

日
台
友
好
親
善
交
流
團
・
吟
剣
詩
舞
道
大
会
が
５
月
26
日
、
台
湾
台
北
市
の
福
華

飯
店
（How

ord

）
で
開
か
れ
、
５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
盛
り
上
が
っ
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
温
暖
な
気
候
の
下
、
大
勢
の
若
者
、
特
に
女
性
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
大
会
は
協
会
が
日
台
文
化
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

理
事
の
星
野
紫
虹
が
会
長
を
務
め
る
詩
吟
・
紫
虹
会
な
ど
及
び
装
美
着
付
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
と
台
湾
の
関
西
吟
詩
文
化
協
会
旭
彩
会
台
湾
支
部
の
皆
さ
ん
の
参
加
協
力

で
お
こ
な
わ
れ
た
。
着
付
の
モ
デ
ル
は
亜
東
技
術
学
院
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
メ
ー
ク

は
李
涵
穎
、
藍
苡
禎
氏
他
４
名
に
、
ヘ
ア
ー
は
肯
邦
国
際
公
司
の
４
名
の
方
々
、
そ

の
他
受
付
な
ど
総
数
30
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
進
行
し
た
。
プ
ロ
デ
ユ
ー
ス

は
日
本
側
加
藤
美
智
子
、
台
湾
側
檀
上
典
子
氏
が
当
た
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
後
の
司
会
は
プ
ロ
で
日
語
汊
語
が
堪
能
な
鈴
鹿
玉
鈴
氏
に
よ
っ
て
円
滑

に
進
め
ら
れ
た
。

式
典
で
は
協
会
の
田
代
實
範
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
し
て
旭
彩
会
台
湾
支

部
代
表
の
田
中
彩
秀
氏
と
互
い
に
記
念

品
を
贈
っ
た
。
ま
た
来
賓
の
ご
挨
拶
も

い
た
だ
い
た
。

舞
台
で
は
吟
詠
、
剣
舞
、
詩
舞
、
構

成
吟
の
書
道
吟
・
華
道
吟
、
そ
れ
に
着

物
の
着
付
け
と
帯
結
び
の
技
が
披
露
さ

れ
た
。
日
本
の
出
演
者
は
日
頃
研
鑽
の

成
果
を
発
揮
し
舞
台
を
飾
っ
た
。
台
湾

か
ら
は
関
西
吟
詩
文
化
協
会
会
員
の
詩

吟
と
舞
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

目
を
引
い
た
の
は
玲
蘭
日
本
舞
踊
研
究

会
の　
柯
美
真
氏
に
よ
る
華
麗
な
衣
装

と
舞
の
美
し
さ
で
、
観
衆
を
魅
了
し
た
。

会
は
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
す
べ
て
を

終
え
て
幕
を
下
ろ
し
た
。

第
２
部
懇
親
会
は
出
席
者
が
１
５
０
名

を
数
え
た

パ
ー
テ
ィ
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
着
席

ス
タ
イ
ル
、
舞
台
で
は
台
湾
の
若
泉
流
７

名
の
踊
り
に
日
本
の
歌
謡
吟
詠
が
続
き
、

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
に
後
半
の
時
間

を
楽
し
ん
だ
。

会
場
は
多
く
の
参
加
者
と
各
会
の
応
援

者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
に
ぎ
わ
っ
た
。
協

会
の
前
途
に
期
待
す
る
熱
い
こ
と
ば
も
い

く
つ
か
い
た
だ
い
た
。

来
賓
出
席
者　
　
（
敬
称
省
略
）

台
北
市
立
法
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姚　
文
智

台
北
市　
副
市
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄧　
家
基

台
北
市
政
府
観
光
傳
播
局　
　
局
長　
　
　
簡　
余
晏

前
亜
東
関
係
協
会
秘
書
長　
　
　
　
　
　
　
羅　
坤
燦

公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
台
北
事
務
所　
文
化
室　
清
重
・
塩
澤

台
湾
日
本
人
会　
事
務
局　
　
　
　
　
　
　
林　
理
果

公
益
社
団
法
人
日
本
関
西
吟
詩
文
化
協
会
旭
彩
会
台
湾
支
部
代
表　
田
中
秀
子

亜
東
技
術
学
院　
校
長　
　
　
　
　
　
　
　
黄　
茂
全

台
湾
高
座
台
日
交
流
協
会　
理
事
長　
　
　
李　
雪
峰

中
国
信
託
商
業
銀
行　
跨
国
金
融
事
業
部　
陳　
中
堅

国
立
臺
北
芸
藝
術
大
学　
建
築
興
文
化
資
産
研
究
所
副
教
授　
林　
承
緯

友
愛
グ
ル
ー
プ　
代
表　
　
　
　
　
　
　
　
張　
文
芳

福
華
大
飯
店　
　
　
　
　
　
名
誉
董
事
長　
廖　
修
鐘

ス
タ
ン
ド
お
祝
い
花
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
。

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
處　
代
表　
　
　
謝　
長
廷

私
立
復
興
実
験
高
級
中
学　
　
校
長　
　
　
張　
碧
娟

有
限
会
社
大
山　
代
表
取
締
役　
　
　
　
　
豊
川　
玉
蘭　
１
対

NPO法人
ベーシックライフインフォメーション協会

会報 第13号

着付け　四季の花　モデルと講師

満
員
の
会
場
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御
礼
の
こ
と
ば

さ
る
５
月
26
日
、
台
湾
台
北
市
で
行
わ
れ
た
協
会
主
催
の
日
台
親
善
友
好
交
流
を
目
的
と

し
た
吟
剣
詩
舞
道
大
会
に
関
し
ま
し
て
一
言
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
会
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
そ
の
演
技
が
映
え
る
よ
う
支
え
て
い
た
だ
い

た
方
々
、
準
備
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
関
係
機
関
の
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

会
に
お
運
び
い
た
だ
い
た
ご
参
加
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
は
日
本
で
企
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
台
湾
で
実
施
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
日
本
側
の
努
力
も
然
る
こ
と
な
が
ら
台
湾
の
方
々
の
ご
尽
力
は
特
筆
す
べ
き

も
の
で
し
た
。

大
会
は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
５
０
０
人
以
上
の
参
加
者
で
盛
会
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
で
日
本
の
伝
統
芸
術
を
台
湾
の
方
々
に
披
露
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
外
国
で
実
施
し
た
本
大
会
の
実
績
は
必
ず
や
将
来
の
糧
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
成
功
は
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
こ
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会　
理
事
長�　
田
代　
實
範

各　
　
位

 

                                 

日本の歴史の中で育った「詩詠」「剣舞」「詩舞」は、日本の伝統芸能の一つです。 

「礼と節」を、もっとうに、 日本人の心のふるさと 

「和装美と優雅」を 台湾の皆様と分かち合います。 

「日台文化交流吟剣詩舞道大会」 が、両国の深い絆となります事を願って・・・・ 

2017年 5月 26日（金） 

午後 4時  ～ 午後 6時 30分  無料 

福華飯店 大ホール (台北市仁愛路三段 160號 地下 2階)  

                    主  催    ＮＰＯ法人ベーシックライフインフォメーション協会 

              協  賛    紫虹流紫虹会 / 装美着付研究会  

                        公益財団法人日本吟剣詩舞振興会 

              後 援    社団法人台湾高座台日交流協会 

                   公益財団法人日本台湾交流協会台北事務所 

                        台湾日本人会 

                        公益社団法人関西吟詩文化協会旭彩会台湾支部 

                        新邦楽舞 若泉流 台湾支部 

              協  力    肯邦國際股份有限公司 

                  亞東技術學院  

                        國立臺北藝術大學 建築與文化資產研究所 

                        亜細亜智慧財産保護股份有限公司 

                        東洋旅行社 

             司 会    鈴鹿玉鈴 (日中司会) 

            ヘアー    肯邦國際股份有限公司 

              メイク    施沛廷、張瑋華、李涵穎 

 

    

＊
＊
＊ 

台
日
文
化
交
流  

吟
劍
詩
舞
道
大
會 

＊
＊
＊   

中
日
主
持  

鈴
鹿
玉
鈴 

      
 

■ 

開    

場 (

和
服
秀)      

     
 

          
 

一     

四
季
之
花      

   

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                     

 

山
下
八
千
代 

                     
         

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                  

    

萩
原
さ
え
子 

                     
         

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                  

    

下
重  

旬
子 

                               

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                      

星
野  

紫
榮 

                               

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                      

荒
崎  

紫
有 

        

二    

静
御
前         

 

誠
心
流
瀞
心
會
會
長              

吟 
        

黑
柳  

靜
心 

                    
          

靜
山
流
靜
慧
會                  

舞 
        

武
田
富
久
代 

        

三    

名
槍
日
本
号     

 

岳
精
流
日
本
吟
院
府
中
副
支
部
長    

吟 
        

古
城  

精
宝 

                     
         

靜
山
流
靜
慧
會
師
範              

舞 
        

星
野  

靜
珖 

     
 

■ 

典    

禮 
     

 
   

￭ 

大
會
會
長
致
詞          

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
基
本
生
活
情
報
協
會     

理
事
長     

田
代  

實
範 

   

￭ 

来
賓
祝
賀
詞 

   
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
   

￭ 

来
賓
祝
賀
詞            

亞
東
關
係
協
會 

                 

前
秘
書
長   

羅    

坤
燦 

   

￭ 

来
賓
祝
賀
詞            

旭
彩
會
台
灣
支
部                 

代 

表    
 

田
中  

彩
秀 

   

￭ 

謝
詞          

       

紫
虹
流
紫
虹
會                  

宗 

家      

星
野  

紫
虹

 

 

     
 

■ 

書
華
道
吟 

     
 

        

四    

靜
夜
思        

  

翠
穗
流
顧
問                    

吟        

田
代  

翠
紘 

                              

書  

法  

家                    

書        

川
添  

柏
香 

        

五    

花
月
吟          

紫
虹
流
紫
翔
會
會
長              

吟        

檜
山  

紫
翔 

                    
          

大
和
流
香
瑞
吟
詠
會
會
長          

吟        

門
倉  

香
紅 

                     
         

古
流
池
田
派
家
元                

花        

加
藤  

理
美 

        

六    

富
士
山         

 

紫
虹
流
高
席
師
範                

吟        

荒
崎  

紫
有 

                     
         

紫
舟
流
紫
英
會
會
長              

舞        

根
本  

英
舟 

        

七    

江
上
之
船       

 

紫
虹
流
上
席
師
範                

吟        

星
野  

紫
榮 

          
                                                   

         

舞        

星
野  

信
孝 

        

八    

戊
辰
之
作       

 

岳
精
流
日
本
吟
院
六
郷
岳
精
會      

吟        

北
村  

雄
山 

                     
         

武
晃
流
翔
鳯
會
會
長              

剣        

小
島  

翔
鳯 

                                                  
          

剣        

古
城
久
美
生 

        

九    

問
梅
閣        

  

美
咲
吟
詠
會
會
長                

吟        

美
咲  

龍
庵 

                     
         

瀞
和
流
詩
舞
道
會
會
長            

舞        

中
島  

園
心 

        

十    

半  

夜         
 

吟
道
蒼
瀧
會
會
長                

吟        

川
瀬  

蒼
瀧 

                     
         

詩
舞
紫
舟
流
宗
家                

舞        

小
林  

紫
舟 

     
»

«
 

     

■ 

振     

袖 (

和
服
秀) 

     
 

        

十
一  

振  

袖           

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                      

山
下
八
千
代 

                     
         

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                      

萩
原
さ
え
子 

                     
         

裝
美
着
付
研
究
會
講
師                      

下
重  

旬
子 

        

十
二  

舟
中
聞
杜
鵑
啼 

   

紫
虹
流
宗
家                    

吟        

星
野  

紫
虹

 

      
   

■ 

台
灣
支
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

旁
白      

凃    

秀
世 

     
 

        

十
三  

贈
汪
倫          

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

李    

宇
宝 

        

十
四  

春
望            

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

田
中  

彩
操 

                     
         

旭
彩
會
台
灣
支
部                

舞        

柯    

美
真 

        

十
五  

聞
荒
城
月
夜
曲   

 

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

柯    

秀
銀 

 
                     

         

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

林    

秀
珠 

        

十
六  

構
成
吟         

 
              

櫻
花            

旭
彩
會
台
灣
支
部                

舞        

柯    

美
真 

              

寒
梅          

  

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

張    

秀
錦 

              

九
段
櫻        

  

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

辜    

秀
羚 

              

菊
花           

 

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

鍾    

明
坤 

              

感
事           

 

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

田
中  

彩
秀 

        

十
七  

古
城        

    

旭
彩
會
台
灣
支
部                

吟        

全
員

 

      
  

■ 

謝     

幕 
     

 
        

十
八 

驚
喜
活
動 

 
    

演
出
者 

全
員 
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謝
辞　

紫
虹
流
宗
家　

星
野
紫
虹

記
念
品
交
換　

関
西
吟
詩
台
湾
支
部
代
表　

田
中
彩
秀
氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
長　

田
代
實
範

羅
坤
燦
氏
の
挨
拶

華道吟　花と加藤理英

書道吟　吟・田代翠紘　書・川添拍香

振袖の袋帯の女性群から

詩舞　吟・星野紫栄　舞・星野信孝



平成 29 年 8 月 6 日　BLI 協会報 第 13 号

―　4　――　4　―

剣舞の達人　小島翔鳳　古城久実生

台湾の吟の紹介をする　涂秀世氏

挨拶　モデル協力の亜東技術学院校長　黄茂全氏

吟舞の柯　美真氏

構成吟　関西吟詩台湾支部の皆さん

フィナーレ・出演者一同
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吟
剣
詩
舞
道
大
会
参
観
記

会
員
（
当
日
参
加
者
）
真
島
久
美
子

大
会
開
催
の
当
日
、
前
の
イ
ベ
ン
ト
が
二
時
間
以
上
も
ず
れ
込
ん
で
し

ま
っ
た
た
め
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間
は
賞
味
１
時
間
半
と
い
う
異
常
事
態

が
発
生
し
た
。

４
時
の
開
始
時
間
に
間
に
合
う
の
か
、
舞
台
に
上
が
っ
て
い
る
モ
デ
ル

さ
ん
た
ち
に
、
星
野
紫
虹
先
生
の
厳
し
い
声
が
飛
ぶ
。
日
本
語
の
指
示
が

分
か
ら
ず
に
戸
惑
う
彼
女
ら
を
見
て
若
干
の
危
惧
を
感
じ
た
が
、
い
ざ
本

番
と
な
る
と
、
さ
す
が
若
い
人
た
ち
の
柔
軟
な
感
覚
で
、
見
事
に
大
役
を

果
た
し
て
く
れ
た
。

大
会
の
幕
開
け
は
、
無
地
の
着
物
シ
ョ
ー
か
ら
で
あ
る
。

ず
ら
り
と
並
ん
だ
紫
の
色
無
地
に
、
バ
ラ
、
あ
や
め
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

等
々
、
大
輪
の
美
し
い
花
々
が
咲
い
て
い
く
。
モ
デ
ル
た
ち
が
後
ろ
を
向

い
て
帯
の
花
を
見
せ
る
と
、
観
客
席
か
ら
は
一
斉
に
ど
よ
め
き
の
声
が
上

が
っ
た
。

次
に
は
振
袖
の
着
付
け
。
こ
れ
も
見
事
に
着
付
け
ら
れ
、
ひ
と
り
ひ
と

り
、
星
野
先
生
の
紹
介
を
受
け
て
舞
台
を
降
り
、
観
客
席
を
歩
き
な
が
ら
、

す
ら
り
と
し
た
着
物
姿
を
ご
披
露
。

最
後
に
残
っ
た
の
は
、
蝶
々
柄
の
振
袖
だ
っ
た
。
蝶
々
が
台
湾
の
シ
ン

ボ
ル
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
そ
う
な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
が
、
知
っ

て
い
る
人
に
は
、
心
憎
い
演
出
と
見
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
神
様
が

仕
組
ん
だ
、
う
れ
し
い
偶
然
だ
っ
た
。

控
室
で
は
、
お
互
い
に
ス
マ
ホ
を
向
け
な
が
ら
写
真
を
取
り
合
い
、
友

人
た
ち
に
送
っ
て
い
た
様
子
も
、
い
か
に
も
今
風
の
大
学
生
ら
し
い
。

メ
イ
ク
担
当
の
男
性
は
、「
日
本
の
着
物
は
伝
統
衣
装
な
の
で
、
優
雅

さ
を
出
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
」
と
、
そ
の
工
夫
を
語
っ
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
、
日
本
人
か
ら
見
て
も
全
く
違
和
感
な
い
、
美
し
い
姿
に
仕
上

が
っ
て
い
た
。

「
こ
ん
な
に
き
ち
ん
と
メ
イ
ク
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
友
人
が

驚
い
て
い
ま
し
た
」「
着
物
は
初
め
て
な
の
で
、
ど
の
よ
う
に
歩
い
た
ら

い
い
か
、
わ
か
ら
な
く
て
戸
惑
い
ま
し
た
」「
着
物
は
二
度
目
で
す
、
最

初
は
浴
衣
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
と
て
も
う
れ
し
い
」、
モ
デ
ル
に
な
っ

た
女
子
大
生
た
ち
は
、
異
口
同
音
に
、
着
物
を
着
た
う
れ
し
さ
を
語
っ
て

く
れ
た
。

着
物
シ
ョ
ー
の
次
は
、
い
よ
い
よ
吟
剣
詩
舞
の
部
。
ま
ず
最
初
は
、
日

本
か
ら
の
参
加
者
た
ち
が
、
次
々
と
演
武
、
詩
吟
を
披
露
し
た
。

中
で
も
目
を
引
い
た
の
は
、
星
野
先
生
の
お
孫
さ
ん
、
中
学
生
の
星
野

信
孝
く
ん
の
舞
で
あ
る
。
年
配
の
参
加
者
ば
か
り
の
中
に
、
一
服
の
清
涼

剤
の
よ
う
な
さ
わ
や
か
さ
で
、
存
在
感
を
出
し
て
い
た
。

当
協
会
か
ら
は
、
田
代
理
事
長
が
詩
吟
、
加
藤
理
事
が
華
道
吟
で
花
を

活
け
、
さ
ら
に
川
添
監
事
が
書
道
吟
で
筆
を
揮
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
技
に

会
場
か
ら
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
関
西
吟
詩
協
会
旭
彩
会
台
湾
支
部
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
詩
吟
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
「
阿
嵎
嶺
」（
涂
秀
世
氏
）
で
あ
る
。

頼
山
陽
作
の
こ
の
詩
は
、「
天
水
に
連
な
る
処
、
是
れ
台
湾
」
で
締
め

く
く
ら
れ
る
。「
天
と
水
が
一
緒
に
連
な
る
水
平
線
の
あ
た
り
こ
そ
、
台

湾
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
雄
大
さ
は
、
ま
さ
に
こ
の
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
作

品
で
あ
っ
た
。

次
は
関
西
詩
吟
台
湾
支
部
会
長
、
田
中
彩
操
氏
の
「
金
州
城
」。

田
中
氏
が
女
学
校
時
代
に
、
出
征
す
る
直
前
の
先
生
が
、
生
徒
の
前
で

吟
じ
た
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

山
川
草
木　
転
荒
涼　
さ
ん
せ
ん
そ
う
も
く　
う
た
た
こ
う
り
ょ
う

十
里
風
腥　
新
戦
場　
じ
ゅ
う
り
か
ぜ
な
ま
ぐ
さ
し　
し
ん
せ
ん
じ
ょ
う

征
馬
不
前　
人
不
語　
せ
い
ば
す
す
ま
ず　
ひ
と
か
た
ら
ず

金
州
城
外　
立
斜
陽　
き
ん
し
ゅ
う
じ
ょ
う
が
い　
し
ゃ
よ
う
に
た
つ

乃
木
将
軍
が
長
男
勝
典
を
失
っ
た
戦
場
、
金
州
城
（
中
国
遼
寧
省
遼
東

半
島
の
南
端
）
の
有
様
を
う
た
っ
た
詩
で
あ
る
。
経
験
し
た
も
の
に
し
か

わ
か
ら
な
い
戦
場
の
悲
惨
さ
、
そ
れ
を
吟
じ
る
こ
と
は
、
死
を
覚
悟
し
て

戦
地
に
赴
く
と
い
う
、
若
者
の
決
意
を
表
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

文
字
通
り
血
を
吐
く
思
い
の
絶
唱
で
あ
り
、
感
受
性
豊
か
な
女
学
生
に

そ
れ
は
、
言
葉
に
語
り
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
強
い
印
象
を
与
え
た
に
違
い

な
い
。
そ
の
思
い
を
抱
い
た
田
中
氏
は
、
台
湾
で
詩
吟
の
教
室
を
開
い
て

30
余
年
に
な
る
。

田
中
氏
の
「
金
州
城
」
の
あ
と
に
、
辜
秀
玲
氏
に
よ
る
「
九
段
櫻
」
が

吟
じ
ら
れ
た
。

「〝
私
の
先
生
〟
は
き
っ
と
、
九
段
の
桜
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
の
人
（
辜
氏
を
指
し
て
）
に
、『
九
段
櫻
』
を
歌
っ
て
も
ら
っ

た
の
で
す
」（
田
中
氏
）

こ
こ
台
湾
は
、
間
違
い
な
く
か
つ
て
日
本
で
あ
っ
た
の
だ
。

加
藤
理
事
は
舞
台
で
花
を
活
け
て
い
る
と
き
、「
母
が
頑
張
れ
と
言
っ

て
い
る
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
母
に
励
ま
さ
れ
て
私
は
花
を
活
け
た
の
で

す
」
と
い
う
。

加
藤
理
事
の
母
上
、
加
藤
淑
子
氏
は
、
雅
号
「
泰
山
流
芳
山
会　
宗
家

泰
水
」。
台
北
市
の
国
軍
英
雄
館
に
お
い
て
、「
文
化
交
流
吟
唱
剣
詩
舞
道

大
会
」
を
開
催
し
た
人
で
あ
る
（
昭
和
63
年
）。
大
会
に
は
五
百
人
を
超

え
る
聴
衆
を
集
め
、
懇
親
会
に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
た
と
い
う
。

＊
加
藤
淑
子
氏
は
「
練
馬
方
面
台
湾
の
会
」（
昭
和
60
年
設
立
）
平
成

四
年
～
十
一
年
度
の
会
長
で
あ
っ
た
。
現
在
の
「
東
京
台
湾
の
会
」。

奇
し
く
も
大
会
を
企
画
、
主
催
し
た
当
協
会
の
田
代
理
事
長
、
加
藤
理

事
、
そ
し
て
紫
虹
流
宗
家
の
星
野
理
事
、
川
添
監
事
、
交
流
団
員
の
藤
田

明
子
、
大
山
公
明
両
氏
も
湾
生
だ
。
文
字
通
り
故
郷
に
錦
を
飾
っ
た
彼
ら

の
台
湾
へ
の
愛
情
は
、
二
代
、
三
代
に
も
渡
る
深
さ
な
の
で
あ
る
。

「
私
の
母
は
、
高
雄
生
ま
れ
で
す
。
私
も
高
雄
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
母

は
24
歳
の
時
に
、
１
歳
の
私
を
連
れ
て
日
本
に
引
き
揚
げ
ま
し
た
。
い
ま

こ
の
会
場
の
片
隅
で
、
母
が
き
っ
と
見
て
い
る
、
そ
う
信
じ
て
お
り
ま
す
」、

紫
虹
氏
の
言
葉
が
、
大
会
の
締
め
く
く
り
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
台
湾
側
で
の
企
画
、
運
営
を
一
手
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た

檀
上
典
子
氏
に
、
心
か
ら
の
御
礼
を
さ
さ
げ
た
い
。
檀
上
氏
の
活
躍
が
な

け
れ
ば
、
こ
の
大
会
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
モ
デ
ル
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
女
子
大
生
た

ち
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
を
担
当
し
た
肯
邦
国
際
（
美
容
学
校
）
の
皆
様
方
に
も

感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
現
地
で
は
、
大
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
、
新
邦
楽
舞
・
若
泉
流
台

湾
支
部
の
七
名
の
皆
様
方
が
華
麗
な
日
本
舞
踊
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
加
え
て
会
場
で
は
、
台
湾
の
マ
ダ
ム
た
ち
が
美
し
い
着
物
姿
で
参
加
、

花
を
添
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
、
付
け
加
え
た
い
。

大
会
に
は
定
員
５
０
０
名
の
会
場
に
定
員
を
超
え
る
観
衆
が
来
て
く
だ

さ
り
、
懇
親
会
に
も
１
５
０
名
が
参
加
。
日
台
の
文
化
交
流
の
一
翼
を
担

え
た
も
の
と
、
自
負
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
台
北
市
立
法
院　
姚　
文
智
氏
、
台
北
副

市
長　
鄧
家
基
氏
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
、
そ
し
て
観
客
の
皆
様

に
、
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

必
ず
ま
た
、
台
湾
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
、
再
見
！
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川
添
ミ
チ
子
（
会
員
）

私
は
長
い
人
生
を
書
道
と
と
も
に
歩
い
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
台
湾
と
の
文
化
交

流
の
た
め
に
華
や
か
な
演
出
の
詩
吟
の
世
界

に
書
を
揮
毫
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
吟
詠
を
す
る
２
分
間
に
書
を
完

成
さ
せ
る
と
い
う
厳
し
い
条
件
で
す
。
大
き

な
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
五
言
絶
句
の
二
十
字
、

書
と
吟
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
表

現
す
る
か
に
か
か
っ
て
く
る
。

私
は
準
備
よ
け
れ
ば
成
果
あ
り
の
信
念
で

承
諾
し
た
。や
っ
て
い
く
う
ち
に
楽
し
く
な
っ

て
き
た
。
見
え
な
い
心
で
、
必
ず
や
り
遂
げ

る
安
堵
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
反
面
、
起
承

転
結
の
イ
メ
ー
ジ
の
不
安
も
あ
っ
た
。

台
湾
は
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
。
人
生

の
道
の
り
報
告
と
も
い
え
る
筆
を
持
ち
里
帰

り
し
た
書
道
場
で
も
あ
る
し
、
こ
の
作
品
物

語
で
も
あ
る
。
書
道
吟
の
吟
者
は
八
十
四
歳

の
兄
で
あ
る
。
舞
台
に
立
つ
と
兄
の
詩
吟
に

筆
が
導
か
れ
る
よ
う
動
き
終
わ
っ
た
。
企
画

の
方
か
ら
兄
妹
の
思
い
出
の
記
念
に
と
企
画

さ
れ
た
こ
と
を
後
で
知
り
ま
し
た
。
兄
妹
の

百
二
十
秒
の
共
演
は
ふ
る
さ
と
台
湾
で
一
生

の
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
舞
台
を
終
え
て

ロ
ビ
ー
の
と
こ
ろ
で
数
人
の
若
い
方
が
駆
け

寄
っ
て
こ
ら
れ
、
よ
か
っ
た
と
い
う
声
援
を

い
た
だ
き
、
思
わ
ず
第
二
の
故
郷
の
台
湾
交

流
の
架
け
橋
に
な
れ
た
と
感
じ
、
愛
台
湾
の

記
念
す
べ
き
日
に
な
っ
た
。

　

静　

夜　

思　
　
　
　

李
白

牀　

前　

看　

月　

光

疑　

是　

地　

上　

霜

擧　

頭　

望　

山　

月

低　

頭　

思　

故　

郷

し
ょ
う
ぜ
ん

　
げ
っ
こ
う
を
　
み
る

う
た
が
ふ
ら
く
は

　
こ
れ
ち
じ
ょ
う
の
　
し
も
か
と

こ
う
べ
を
あ
げ
て
は

　
さ
ん
げ
つ
を
　
の
ぞ
み

こ
う
べ
を
た
れ
て
は

　
こ
き
ょ
う
を
　
お
も
う

�

日
本
側
企
画
者　
加
藤
美
智
子

べ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
協
会
が
台
湾
で
親
善
交
流
会
を
開
く
段
取

り
を
は
じ
め
た
の
は
昨
２
０
１
６
年
の
夏
で

あ
っ
た
。
８
月
28
日
、
第
１
回
目
の
大
会
の

構
想
を
立
て
る
た
め
協
会
を
代
表
し
て
私
が

台
湾
を
訪
問
し
た
。

台
湾
歌
壇
会
長
の
蔡
焜
燦
さ
ん
と
の
間
で

日
台
詩
吟
大
会
を
開
く
。
和
と
輪
を
通
じ
て

友
好
親
善
を
実
現
し
た
い
と
協
力
を
お
願
い

し
、
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
。（
蔡
氏
と
再

会
を
楽
し
み
に
し
た
が　
今
夏
急
逝
さ
れ

た
。
５
月
26
日
の
大
会
に
は
見
守
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
御
礼　
合
掌
）

台
湾
で
は
有
力
者
の
羅
坤
燦
氏
、
張
文
芳

氏
、陳
中
堅
氏
、鄧
淑
罃
氏
そ
の
ほ
か
の
方
々

に
協
力
を
要
請
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

実
現
の
感
触
を
得
た
。

帰
国
後
、
早
速
日
本
側
の
調
整
を
し
て
、

詩
吟
と
着
付
け
は
紫
虹
会
、
装
美
着
付
研
究

会
が
当
た
る
。
台
湾
側
は
吟
詠
を
旭
彩
会
が

お
こ
な
い
、
日
台
合
同
で
演
出
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

翌
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
計
画
を
つ

め
、
２
月
14
日
加
藤
、
星
野
両
理
事
、
王
会

員
の
三
人
が
二
回
目
の
訪
台
を
し
た
。
ま
ず

高
雄
の
高
苑
科
技
大
学
で
日
本
文
化
の
紹
介

に
来
て
ほ
し
い
と
の
相
談
を
受
け
た
。
す
ぐ

台
北
に
戻
り
台
日
交
流
協
会
、
日
本
人
会
、

台
湾
詩
吟
家
、
台
北
市
立
第
一
女
子
高
級
中

学
他
二
校
に
赴
き
協
力
要
請
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
檀
上
典
子
氏
に
会
っ
て
相
談
し
、
向

後
の
進
路
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

夜
は
協
力
を
お
願
い
し
た
関
係
者
各
位
が
集

ま
っ
て
く
だ
さ
っ
て
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
主
催
す
る
こ
と
を
条
件
に
檀

上
典
子
氏
が
企
画
者
と
な
っ
て
協
力
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
船
は
風
を
裏
帆
い
っ
ぱ
い
に

受
け
て
、
進
み
は
じ
め
た
。

日
本
側
は
全
体
の
進
路
企
画
を
万
事
に
わ

た
り
対
応
す
る
。
舵
と
り
バ
ラ
ン
ス
、
安
全

を
第
一
に
と
私
は
考
え
た
。

当
日
は
日
台
一
丸
と
な
っ
て
会
を
盛
り
上

げ
た
。
そ
こ
に
は
本
物
の
親
日
関
係
が
醸
し

だ
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
、
特
に
全
員
ボ
ラ

ン
テ
ア
が
持
つ
協
和
の
精
神
と
観
客
と
一
体

に
な
っ
て
喜
び
合
う
姿
は
全
員
が
舞
台
の
主

役
と
も
い
え
る
と
強
く
感
じ
た
。
こ
こ
に「
友

好
親
善
」
と
い
う
大
輪
の
花
が
咲
い
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

蔡焜燦さんに相談

こ
の
筆
の
旅

大
会
の
計
画
が
出
来
る
ま
で

＝
私
一
人
で
は
で
き
な
い
＝
裏
方
の
記
録



平成 29 年 8 月 6 日　BLI 協会報 第 13 号

―　7　――　7　―

�

交
流
団
員　
　
藤
田
明
子

私
は
東
京
練
馬
区
の
大
泉
学
園
で
主
人
と

二
人
で
「
浄
土
真
宗
」
の
聞
法
道
場
を
開
い

て
お
り
ま
す
。

今
回
、
台
湾
旅
行
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
い
つ
も
お
寺
に
参
詣
く
だ
さ
っ
て
い

る
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
協
会
の
加
藤
美
智
子
さ
ん
と
田
代
實
範
さ

ん
で
す
。
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
ほ
ん

と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の
両
親
は
台
湾
で
生
ま
れ
、
台
湾
で
育

ち
ま
し
た
。
戦
前
南
方
の
高
雄
の
浄
土
真
宗

の
お
寺
で
布
教
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

戦
後
引
き
揚
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
台

湾
に
私
も
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た
び
の
旅
行
の
お

誘
い
を
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

三
泊
し
た
の
は
「
福
華
飯
店How
ard

ホ
テ
ル
」
で
し
た
。
二
日
目
、
こ
の
ホ
テ
ル

の
地
下
二
階
大
ホ
ー
ル
で
「
日
台
文
化
交
流

吟
剣
詩
舞
道
大
会
」
が
五
、六
百
人
参
加
の

下
に
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
華
や
か

な
振
袖
和
服
姿
の
美
し
い
モ
デ
ル
さ
ん
が

十
四
、五
人
、
舞
台
に
立
ち
並
ぶ
姿
は
圧
巻

で
し
た
。
詩
吟
を
聞
き
な
が
ら
、
振
袖
着
物

に
帯
を
結
ぶ
、
詩
吟
に
合
わ
せ
て
弓
を
張
る
、

詩
吟
に
合
わ
せ
て
の
書
道
、
舞
台
の
華
を
生

け
る
、
す
べ
て
が
夢
の
中
に
い
る
よ
う
な
気

持
に
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

日
程
の
関
係
で
、
私
の
両
親
が
住
ん
で
い

た
高
雄
の
お
寺
に
は
ゆ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
国
父
記
念
館
」
や
「
国
立
故
宮
博
物
院
」

な
ど
も
ゆ
っ
く
り
見
学
で
き
ま
し
た
。「
淡

水
」
の
街
を
歩
き
、
台
湾
の
人
た
ち
と
お
話

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
台
湾
の
方
々
は

や
さ
し
い
、
親
切
、
食
事
が
と
っ
て
も
お
い

し
い
。
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
台
湾
で
す
。

加
藤
さ
ん
、
田
代
さ
ん
、
誘
い
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

台
湾
旅
行
に
参
加
し
て

協会リーフレットができました
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台
北
市
立

第
一
女
子
高
級
中
学
で

着
付
け
セ
ミ
ナ
ー
開
く

生
徒
も
着
付
を
体
験

５
月
24
日
午
後
、
台
北
市
立
第
一
女

子
高
級
中
学
（
日
本
統
治
時
代
は
台
北

第
一
高
等
女
学
校
）
の
大
ホ
ー
ル
で
同

校
と
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
高
等
学

校
と
姉
妹
校
交
流
の
橋
渡
し
を
し
た
協

会
の
企
画
で
実
現
し
た
。
こ
の
催
し
に

は
以
前
か
ら
着
付
授
業
を
希
望
し
て
き

た
北
一
女
校
長
も
参
加
さ
れ
研
修
を
見

守
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
理
事
星
野
紫
虹

が
指
導
し
て
い
る
装
美
着
付
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
が
浴
衣
の
着
付
け
を
教
え
、

生
徒
自
ら
も
体
験
し
た
。

参
加
者
は
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
生

徒
80
名
で
新
し
い
体
験
に
授
業
と
し
て

真
剣
に
学
ん
で
い
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
北
一
女
校
長　
揚　

世
瑞
氏
、
協
会
理
事
長　
田
代
實
範
が

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
協
会
は
ゆ
か
た

10
枚
と
帯
、
髪
飾
り
を
、
北
一
女
は
工

芸
品
カ
ッ
プ
と
校
舎
の
写
真
入
り
額
を

記
念
品
と
し
て
交
換
し
た
。

以
下
の
写
真
は
大
山
公
明
氏
提
供

昭和５年（1930）に建てられた。 現在も使用中の校舎

篠原武男氏

着付指導を担当された星野先生と着付講師の方々、並びに通訳の皆さんと一緒に記念撮影

日本側から北一女宛着物一式と帯の贈呈　左端加藤先生　右、田代会長と楊校長

楊校長より記念写真とペンダント贈呈
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10分間という持ち時間で、帯絞めに取り組む講師たち

帯のかけ方を指導する

浴衣の後ろ姿も大切。帯の結びのバリエーションを見せる

帯絞め完了。バラや菊など色々な形のお太鼓。見事さに、見学の女生徒は歓声を上げる

時間に制限があるため、４人は予め完成させ、６名について実演が行われた

セミナー参加の生徒の皆さんと一緒の記念撮影

襦袢姿で浴衣を持つモデルたち
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台
北
市
北
一
女
に
於
け
る
、

詩
吟
・
着
物
着
付
け
研
修
セ
ミ
ナ
ー
開
催

�
大
山
公
明
（
協
会
会
友
）

２
０
１
７
年
５
月
24
日
台
北
市
北
一
女
に

て
、
詩
吟
・
着
物
着
付
け
研
修
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
の
で
、
様
子
を
纏
め
て
み
た
。

①
今
回
訪
問
の
趣
旨

北
一
女
と
は
、
正
式
名
：
台
北
市
立
第
一

女
子
高
級
中
学
の
こ
と
で
、
台
北
市
の
伝
統

あ
る
女
子
高
校
の
事
で
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
と
紫
虹
流
紫
虹
会
・

装
美
着
付
研
究
会
共
催
の
日
台
友
好
親
善
交

流
団
は
、
福
華
大
飯
店
で
の
「
日
台
文
化
交

流
吟
剣
詩
舞
道
大
会
」
26
日
公
演
を
前
に
、

女
子
高
校
生
と
の
交
流
を
図
る
べ
く
、
24
日

に
北
一
女
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
日
本
の
文

化
に
親
し
ん
で
頂
く
た
め
、
着
物
着
付
け
の

研
修
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

②�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
と
北

一
女
の
関
係

台
湾
と
の
友
好
・
親
善
の
促
進
を
目
的
と

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
会
長
：
田
代
實
範
）

は
、
平
成
24
年
秋
に
お
茶
の
水
女
子
大
学
付

属
高
校
と
北
一
女
と
の
交
流
の
橋
渡
し
を
初

め
て
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
高
の
授
業

交
流
や
修
学
旅
行
で
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
、
協
会
は
会
長
以
下
が
台
湾
を
幾

度
か
訪
問
し
、
北
一
女
と
は
良
好
な
関
係
に

あ
る
。
北
一
女
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
世

界
的
に
有
名
で
あ
る
が
、
予
算
の
関
係
で
招

請
を
実
現
出
来
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
回
の
北
一
女
で
の
詩
吟
・

着
物
着
付
け
研
修
セ
ミ
ナ
ー
開
催
は
、
さ
ら

に
女
子
高
生
の
日
本
文
化
の
理
解
に
役
立
つ

で
あ
ろ
う
。

③
建
築
技
師
篠
原
武
男

北
一
女
に
関
連
し
て
、
建
築
技
師
篠
原
武

男
を
紹
介
し
た
い
。

彼
は
、
鹿
児
島
県
川
辺
郡
下
山
田
の
生
ま

れ
で
、
知
覧
に
在
っ
た
薩
南
工
業
に
学
び
、

台
湾
に
渡
っ
て
台
北
州
庁
で
建
築
技
師
と
し

て
活
躍
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
完
成

し
た
旧
第
一
高
等
女
学
校
（
現
北
一
女
）
を

設
計
・
工
事
監
督
し
た
。

篠
原
は
台
湾
台
北
市
に
あ
っ
て
、
郷
里
の

先
輩
と
し
て
田
代
邑
二
、
大
山
勇
傳
、
大
山

一
盛
の
就
職
の
世
話
、
仕
事
面
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
結
婚
の
仲
人
を
務
め
た
。

彼
は
、
総
督
府
台
北
州
建
築
技
師
と
し
て

学
校
の
設
計
、
工
事
監
督
に
携
わ
り
、
台
湾

建
築
史
に
名
を
留
め
て
い
る
が
、
彼
の
設
計
、

工
事
監
督
し
た
台
北
に
現
存
す
る
台
北
第
一

高
等
女
学
校
と
台
北
第
三
高
等
女
学
校
の
建

物
は
今
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
鹿

児
島
県
人
と
し
て
の
誇
り
で
あ
り
、
保
存
に

努
力
さ
れ
る
台
湾
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。

田
代
邑
二
・
・
田
代
会
長
の
父
、
台
北
州

庁
で
建
築
技
師
と
し
て
台
北
市
の
小
学
校
、

劇
場
、
役
所
の
建
築
に
携
わ
る
。

大
山
勇
伝
・
・
台
北
州
庁
で
建
築
技
師
と

し
て
公
共
施
設
、
映
画
館
の
建
築
に
従
事
。

当
時
の
台
湾
建
築
学
会
で
、
空
調
・
冷
房
、

昇
降
機
、
台
湾
地
震
、
請
負
制
度
な
ど
の
論

文
を
発
表
し
た
。

大
山
一
盛
・
・
私
の
父
で
田
代
邑
二
の
妹

婿
。
台
湾
総
督
府
に
勤
務
、
帰
国
後
、
大
蔵

省
に
入
省
、
退
職
後
は
税
理
士
。

こ
れ
ら
は
旧
台
湾
総
督
府
・
台
北
州
庁
の

職
員
名
簿
、
台
湾
建
築
学
会
の
論
文
は
、
政

府
団
体
に
よ
り
保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
て
、

湾
生
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
有
難
い
こ
と
だ
。

④
本
番
前
贈
物
交
換

開
催
に
先
立
ち
日
本
側
・
田
代
会
長
と
北

一
女
・
楊
世
瑞
校
長
と
の
再
会
の
挨
拶
と
贈

物
交
換
が
行
わ
れ
た
。

日
本
側
か
ら
は
、
着
物
と
帯
一
式
、
台
湾

側
か
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
が
参
加
者
に
贈
ら
れ
た
。

⑤
研
修
セ
ミ
ナ
ー
風
景

研
修
セ
ミ
ナ
ー
は
、
紫
虹
流
紫
虹
会
・
星

野
紫
虹
先
生
と
六
名
の
着
付
け
講
師
の
先
生

方
で
行
わ
れ
た
。
モ
デ
ル
と
な
っ
た
10
の
高

校
生
は
緊
張
し
つ
つ
、し
か
し
、興
味
を
も
っ

て
講
師
の
帯
締
め
を
受
け
て
い
た
。

⑥
参
加
者
氏
名

田
代　
実
範　
　
加
藤　
美
智
子

川
添　
ミ
チ
子　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会

星
野　
浩　
　
　
　
星
野　
紫
虹

星
野　
紫
栄　
　
　
荒
崎　
紫
有

萩
原　
さ
え
子　
　
下
重　
知
子

山
下　
八
千
代　
　

　
装
美
着
付
研
究
会

北
村
友
雄　
　
　

　
元
台
北
稲
門
会
会
長

北
村
陽
子　
　
　
北
村
夫
人

大
山
公
明　
　
　

フ
リ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
（
骨
董
縁
起
帳
）、

ベ
テ
ィ
・
ブ
ー
プ
・
コ
レ
ク
タ
ー

⑦
後
記

私
は
、
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
年
）
台
湾

台
北
市
に
生
ま
れ
、
72
年
ぶ
り
に
故
郷
に

戻
っ
て
来
た
。
近
過
ぎ
て
な
か
な
か
訪
れ
る

事
の
無
か
っ
た
台
湾
。
若
い
頃
、
ア
メ
リ
カ

に
憧
れ
た
た
め
、
中
年
以
降
、
や
や
お
金
が

出
来
て
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

14
回
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
71
才
で
仕
事
を

止
め
て
年
金
暮
ら
し
に
な
る
と
、
途
端
に
海

外
旅
行
に
行
か
な
く
な
る
。
台
湾
に
は
、
戦

後
一
回
も
行
か
な
い
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
か

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
従
兄
の
田
代
実
範
か

ら
の
誘
い
だ
。
台
湾
と
の
友
好
親
善
の
た
め
、
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詩
吟
と
剣
舞
大
会
を
台
北
で
開
催
す
る
と
言

う
。
は
て
と
思
案
し
た
が
、
生
ま
れ
故
郷
の

台
北
が
脳
裏
を
横
切
り
、
古
い
ア
ル
バ
ム
を

開
く
と
、
当
時
希
望
に
満
ち
た
父
母
の
写
真

も
出
て
来
る
し
、
よ
し
行
こ
う
と
決
断
し
た

次
第
で
あ
る
。

出
発
ま
で
の
短
い
期
間
だ
が
、
台
湾
の
歴

史
と
現
状
を
知
ろ
う
と
、
古
本
屋
で
李
登
輝

先
生
の
「
台
湾
の
主
張
」（
１
９
９
９
年
刊
）

や
、
蔡
焜
燦
の
「
台
湾
人
と
日
本
精
神
」

（
２
０
０
１
年
刊
）
を
買
い
求
め
、
俄
か
勉

強
を
始
め
る
。

台
北
に
着
く
と
、
翌
日
か
ら
徒
歩
で
思
い

出
の
場
所
巡
り
を
行
う
。
ま
ず
は
、
総
督
府

の
官
舎
の
あ
っ
た
福
住
町
の
生
ま
れ
た
場
所

の
確
認
。
次
は
、
４
才
の
頃
病
気
で
入
院
し

た
台
北
病
院
を
訪
れ
る
こ
と
。
二
つ
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
と
、
俄
か
に
台
湾
を
離
れ
が

た
く
、
台
湾
に
対
す
る
愛
着
が
深
ま
る
。

私
は
、
実
は
詩
吟
や
剣
舞
、
着
物
の
着
付

け
に
は
興
味
が
無
か
っ
た
が
、
北
一
女
と
福

華
ホ
テ
ル
で
の
公
演
を
見
て
、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
に
、
今
で
は
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
食

わ
ず
嫌
い
だ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
頃
修
練
し
た
特
技
を
生
か
し
、

日
台
親
善
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
羨
ま

し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
旅
行
後

の
率
直
な
感
想
で
あ
る
。

ま
た
、
台
湾
を
訪
問
し
て
驚
い
た
の
は
、

意
外
と
日
本
語
を
話
す
人
が
少
な
い
事
だ
。

何
と
か
、
片
言
の
英
語
で
切
り
抜
け
た
が
、

今
後
、
私
も
台
湾
語
を
勉
強
せ
ね
ば
と
思
っ

て
い
る
。
台
湾
は
、
独
立
国
と
し
て
世
界
に

認
知
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
が
、
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
台
湾
生
の
私
と
し
て
は
、

台
湾
の
独
立
を
支
持
す
る
と
共
に
、
政
治
の

安
定
と
経
済
の
発
展
を
祈
る
ば
か
り
で
あ

る
。
又
、
何
時
の
日
か
台
湾
を
訪
問
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

高
雄
市
に
寄
贈
し
た
「
小
江
」
は
市
政
府

消
防
局
捜
救
犬
訓
練
中
心
で
元
気
に
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。

６
月
27
日
、
現
地
を
協
会
田
代
理
事
長
ら

３
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。「
小
江
」
は
目
ざ

と
く
我
々
に
気
付
い
て
小
屋
の
扉
に
と
り
つ

き
前
足
を
激
し
く
動
か
し
て
「
待
っ
て
い
ま

し
た
よ
」
と
喜
び
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
台

湾
で
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
１
年
１
月
に
な
り

ま
す
。「
小
江
」
は
体
が
逞
し
く
な
り
、
成

犬
に
な
っ
た
感
が
し
ま
し
た
。
運
動
場
内
を

駆
け
回
る
姿
も
敏
捷
で
、
己
の
小
屋
に
入
っ

た
り
出
た
り
、
終
の
棲
家
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

隊
長
の
話
で
は
元
気
で
他
の
救
助
犬
と
共

生
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
安
心
し
ま
し
た
。

１
年
余
の
訓
練
中
心
の
生
活
が
地
に
つ
い
て

き
た
あ
ら
わ
れ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
高
雄

は
暑
い
と
こ
ろ
、
毛
皮
に
包
ま
れ
た
体
で
は

暑
さ
に
耐
え
る
生
き
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
が

犬
舎
は
風
通
し
の
良
い
屋
根
付
き
と
屋
根
な

し
の
部
分
が
あ
っ
て
自
由
に
動
け
る
の
で
猛

暑
も
し
の
げ
る
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

別
れ
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。
鳴
き
声
を
あ

げ
る
な
か
体
を
な
で
て
、
犬
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。
駅
ま
で
小
隊
長
が
運
転
し
送
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
中
国
語
が
話
せ
な
い
悲
し
さ
、

「
謝
謝
」
の
こ
と
ば
と
身
振
り
で
気
持
ち
を

表
し
別
れ
ま
し
た
。

次
回
は
汊
語
を
も
の
に
し
「
小
江
」
の
こ

と
が
も
っ
と
判
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
心
に

決
め
た
こ
と
で
し
た
。

葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵
葵

救
助
犬
「
小
江
」
は
元
気
に
活
躍
し
て
い
ま
す

逞しく成長したゴー

再開を喜ぶゴー

捜救犬訓練中心の訓練士と共に
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尹
　
　
世
玲

江
波
戸
つ
ぎ

王
　
　
静
慧

大
野
　
博
子

新
城
　
　
肇

鳥
羽
　
展
維

真
島
久
美
子

林
　
　
　
銀

蕭
　
　
玉
蘭

理
事
長
　
　
田
代
　
實
範

理
事
　
　
　
加
藤
美
智
子

理
事
　
　
　
田
中
　
依
子

理
事
　
　
　
星
野
　
光
世

監
事
　
　
　
岡
村
　
悦
子

監
事
　
　
　
川
添
ミ
チ
子

下
田
長
四
郎

郭
　
　
　
純

中
尾
　
真
理

松
浦
　
優
子

本
協
会
の
構
成
員
（
会
員
及
び
応
援
団
員
）

●
編
集
後
記
●

○
今
回
ほ
ど
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
で
あ
る
こ
と
が
活
動

を
お
こ
な
う
う
え
で
大
き
な
力
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
対

外
的
に
信
用
さ
れ
活
動
の
推
進
が
円
滑
に
進
ん
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
法
に
定
め
ら
れ
た
法
人
運
営
や
情
報
公
開
を
行

う
こ
と
が
義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
社
会
的
信
用
が

得
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

○
吟
剣
詩
舞
道
大
会
運
営
は
台
湾
側　
企
画
者　
檀
上
典
子

氏
、
日
本
側
は
加
藤
美
智
子
が
万
事
に
わ
た
り
対
応
し
た
。

　
台
湾
の
出
演
者
の
皆
さ
ん
、
日
本
の
出
場
者
の
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
台
湾
の
詩
吟

旭
彩
会
（
田
中
彩
秀
会
長
）、
日
本
側
の
紫
虹
会
、
装
美
着

付
研
究
会
（
い
ず
れ
も
星
野
会
長
）
の
皆
様
と
ベ
ー
シ
ッ
ク

ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
参
加
会
員
が
受
け
持
つ

と
こ
ろ
の
い
ず
れ
か
が
欠
け
て
も
大
会
は
円
滑
に
行
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
協
力
の
有
様
は
き
っ
と
長
く
伝
え

ら
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

○
こ
の
一
連
の
催
事
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
こ
な
い
ま

し
た
。
経
費
は
参
加
者
負
担
、
現
地
参
加
の
２
名
か
ら
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宿
泊
、
会
食
、
設
備
使
用
料
な
ど
は

減
価
交
渉
を
重
ね
ご
理
解
い
た
だ
い
て
特
別
の
割
引
価
格
で

済
ま
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
号
に
ル
ポ
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
寄
稿
者
に
感
謝
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　
　

http//blia.jp

ブ
ロ
グ　
　
　
　
　
　

http//bli17blog.fc2.com
/

Facebook　
　

https/w
w
w
.facebook.com

/bliassoc

　
練
馬
区
立
区
民
協
働
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
パ
ネ
ル

展
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
協
会
も
こ
れ
に
応
募
し
ま
し
た
。

展
示
期
間
は
左
記
の
通
り
で
す
。

展
示
期
間　
　
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

会
場　
　
コ
コ
ネ
リ
３
階
区
民
協
働
交
流
セ
ン
タ
ー

交
通　
西
武
池
袋
線
、
西
武
有
楽
町
線
、
副
都
心
線
。�

都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線

下
車
徒
歩
２
分
（
駅
の
隣
の
ビ
ル
）

活
動
内
容
の
紹
介　
　
ポ
ス
タ
ー
、
会
報
等
を
展
示
紹
介

し
て
い
ま
す
。

入
場　
無
料

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会
資
格
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
入
会
希
望
の
方

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

協
会
の
活
動
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

と
わ
か
り
ま
す
。

電
話　
　
〇
三
―
三
九
九
六
―
〇
一
七
七

オ
ー
ル
台
湾
デ
ー
が
十
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
ま
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

第
二
回
オ
ー
ル
台
湾
デ
ー
が
十
月
二
十
一
日
（
祝
日
・
土
）

に
練
馬
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
す
。
当
日
は

映
画　
「「
空
を
拓
く
～
建
築
家
・
郭
茂
林
と
い
う
男
～
」、

そ
の
他
の
出
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
　
会
報
第
13
号

　
発
効
日
　
平
成
二
十
九
年
八
月
六
日

　
発
行
所
　
東
京
都
練
馬
区
石
神
井
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
―
十
二
―
三

　
電
　
話
　
〇
三
―
三
九
九
六
―
〇
一
七
七

　
発
行
人
　
田
代
　
實
範

○
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
は
、
日

本
と
台
湾
の
親
善
友
好
交
流
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
会
員
の
会
費
と
拠
出
、
有
志

の
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
す
る
自
立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ア
団
体

で
す
。

○「
基
礎
生
活
資
訊
協
會
」
係
本
著
以
日
本
及
台
灣
親
善
友

好
交
流
為
目
的
、（
不
定
期
）
舉
辦
活
動
之
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

協
會
。
同
時
是
一
個
各
項
経
費
支
出
來
自
於
會
員
會
費
及

各
方
捐
款
的
獨
立
自
主
營
運
的
志
工
團
體
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ア
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
の
お
知
ら
せ


